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事業者排出避削減報告書
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砿当するロには、レ印を混入してください．輸定町粟者以外の煎墾新の方はし印の2旦入は不要で十・

「経Rb年､【」とIま計両jUIImの前年度を、「目標4F度」とは111画jnimの月Mtｲﾄﾞ瓜を、「佃瞥年lr」とは３１用jmIIIIのうち、今回細悔の対象となる年度をいいますｂ

『VF菜所守排uI矼分」とは京都刑内のUT墾所等のV｢粟活動のたUbのエネルギーの礎、に伴い発生する楓蜜効果ガスを、「輸送、両俳山区分Ｊとはロ動､[迎送邪粟宕については使耐の木B8の位匠を京籾府内とする耶禰
の排ljＩする沮寅効染ガスを、鉄遡珈糞者'二ついては保有する貨物耶丙又I土b鞠F巾両の排出する凪竃効果ガスを、「その他ＩＭＩ1K分」とは｣二記以外の京都府内における不麺屈i等の耶麺活動に作1,,3日生する楓室lib県ガス
醤いいますｂ

「０９m(位当たワの、竃効果ガス排ljlm沖」の「、途区分」’二Iま．○○工期．聰窃所などの川途を妃入してください。「皿１１(他の1,標」にI±･分子の「二酸化炭素換押」の下に分1Vとなる折橿〔生産政价．延べZIl而
Ul、函了E唾【等）を記入してください．

「その他の地球凪展化対莱による狙室効果ガユの､Ｉ酸価等」のうち「森林の保全及び俄佃」の「1ｺ侭qz皮〔ﾛf岡）」楓にIま:+鰯jUIllWUの目標のJRﾛ+を、「ｉｎ宵qz度（突馴）」梱には実ｉｎのH1計をｎ入してください．

「輪祀り｢項」にIま、ｓ鰯２２年度（】99,{FUnを遮巾とした排出ﾙﾋの対比や、街エネ製品､U兜など他君の姐竃効瓜ガス排出HIl城への貝欧、グリーン閃逮の提、、特IEフロン法どの条例折定外の沮盆効架ガスの1,1賎
などを佃人してください．
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住所（法人にあっ
てI±、主たる事務

所の所在地）
京都府宇治市大久保町西ノ蝋１番地１

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表宕の氏名）

株式会社オートワークス京都代表取締役金井満

率業者の主たる

業種 自動蕊製造

咳当するUr業者
要件 Ｐ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号酸当事業者（大規模ニネルギー使用卒業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号酸当噸業者〈大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車
両150両以上）

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号肢当宰業者（その他の温室効果ガスの大規模排出卒業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

叶画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針
瑠境マネジメントシステムに基づく週境活動叶画における改善計画として､省エネ活動に取組み
地球温暖化抑制(CO2排出量の削減)につなげる。＜21年度目標:台当りCO2排出量(1.36ﾄﾝ/台)＞

推進体制 社長を統括瓦任者とし､環境管理責任者を定めて実施叶函の策定､推進管理を実施する。
＜21年度:環境委員会(１回/2ケ月)で進捗確麗＞

環境マネジメントシステム名称 ISO14001(JISQ14001)<財団法人日本自動車研究所＞

適用範囲 宇治市大久保町１番地１㈱ｵｰﾄﾜｰｸｽ京都'二 関する地域自動車の生産活動全般

取得年月日 1998年１月22日

年度ごとの具体
的な取組及び措
肚の状況

年度

20～2２ 

20～2２ 

20～2２ 

設燗、対象、工程等

塗装エ程

全社

全社

措脛内容

各股備の運転時間の適正化(無駄の洗い出しによる改善:オーブン､作業用空鯛の運転管理）

冷暖房運転の管理(股定温度)徹底による省エネ＜21年度(夏季冷房:29.℃､冬季暖房:17℃)推進＞

現塙パトロールにより各照明の適正化､きめ細かなON､OFF徹底く21年度:１回/月のパトロールを実施＞
週室効果ガスの

排出盆等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

塗寧午睡（爽淑(）

（１９）年度
〔二陵化AAI栗換姉）

日礪牛墜（計阻I）

（２２〕年度
(二敗化､Ｉ瞬喚仰）

増減率
(計画）

報舌牛虞［央鞍）

（２１）年度
(二酸化H1裏換算）

増減率
(実績）

６，４５７ｔ 5.561ｔ -13.9雛 40909ｔ -24.0% 

［ ｔ 船 ［ 兇

０．１２７ｔ 0.127ｔ 0,0％ 0.278上 118.9％ 

．】６０４５７ｔ ．■５，５６１ｔ －１３．９髄 ＣＯ４P９０９ｔ -24.0船

21年度スタート時点から生産台数の急激な落ち込みにより、排出総量の大幅な劇imiにつながった。
今後とも．省エネ活動の取組みを継続、強化推進していく。

原単位当たりの
渦室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

本社工培
二酸化炭素換算

生産台数

－Ｆ■足Ｕ￣日。■刃可ヱピーー

￣トユハ凹竺ユヨニーー

実緬に対する自己評価

基準年度（実緬〉 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実繊）

1.40ｔ-CO2/台 1.34ｔ-CO2/台 －４．３兇 1.7Bt-CO2/台 27.1鶴

船 鉛

髄 ％ 

21年度の生産台数適少により、原単位目標は増加(目標未達)となった。
生塵台数を原単位指標の母数としているため．やむを得ない状況である。

その他の地球温

暖化対策による
洞室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した旺力
又は熱の供給

グリーン虹力の購入

削減冠等合計

目標年度（計画）

取組la等 (二敗化kil串換算》

(確備爾巧J） hａ 6t収H1 上

《利用痂 ｍ＄ 悶依lＨ ｔ 

(充冠Hk） kwｈ １Ｍ域H１ ［ 

(熱供給ft） GＪ H1城８１ ｔ 

(購入価） kwｈ 回り波F１ ｔ 

●３ｔ 

報告年度（実績）
取lu依等 (二段化炭粛換fF）

(整佃面積） bａ (吸収、） ｔ 

(下UjMt） 】、0 (､Ｉ餓風） ｔ 

(発魎､t） lmvh (ﾛ9旗、） ｔ 

(熟Ｉ上総価） GＪ (1M肢､t） ｔ 

(鴎入赴） kwｈ (nIIUin） ｔ 

申ら［

差引排出量

(排111台81-,Ⅱ城等谷i11）

基準年度（実績）

＊】６０４５７ｔ

目標年度（計画）

I轍】-“）５０５６１ｔ

増滅卒（計画）

-13.9％ 

報告年度〈実紙）

(･$)-⑥。４，９０９ｔ

増減率（実績）

-24.0％ 

地球温暖化対策

に資する社会貢
畝活動

特配事項なし

特配邨項
1.琿境マネジメントシステムに基づく琿境活動計画書を各年度ごとに簾定し､全従業員に周知徹底すると共に環境改善(継続的改善)に取り組んでいます。
＜21年度:"｢QCT．Ｃ｣によるモノ造りの実現１回を活動スローガンにかかげ､省エネ活動を中心にCO2排出且の削滅に取組み計画に沿った活動を展開した｡＞
2.特に毎年６月lま環境月間として､環境への啓発活動､省エネへの愈臓窩禍などの取組を実施く21年度:琿境標晤募集等＞
3.アイドリングストップ看板の掲示＜駐車場各所に掲示､長期休暇エ事のエ事会社へも協力要蘭をした｡＞


